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三菱電機の基幹系業務システムの共通インフラとして全

社で共同利用している大型汎用コンピュータ（以下“ホスト

計算機”という。）は，2005年度中にハードウェア，基本ソ

フトウェアともに保守期限が満了となり，設備更新が必要

となった。

ホスト計算機上には，業務改善効果を伴わない単純なダ

ウンサイジングでは投資効果が見込めない中・大規模のシ

ステムや，ホスト計算機の高い信頼性・安定性からオープ

ン化を避けてきたシステムが残存していた。

しかし，現状規模を維持した状態での後継ホスト計算機

移行は運用コスト増となり困難であったこと，2007年以降，

定年退職を迎えホスト計算機関連技術者が不足する，いわ

ゆる2007年問題へ対処するため，システムメンテナンスが

比較的容易で低コストなオープン環境へ，2004年度から

2006年度で，システム全面切り替えを実施した。

基幹系業務システムをオープン環境へ全面刷新すること

によって，今後の発展が期待される，Web技術をはじめ

とする，オープン環境での最新のIT技術を取り入れるこ

とが可能となり，ますます多様化，高度化する市場のニー

ズやビジネスの変化に，迅速に対応できる情報システムを

目指した。

ホスト計算機を
取り巻く状況

課題 GOAL

ダウンサイジングが
停滞傾向

業務改善効果が見込める
ダウンサイジングの推進

アプリケーション資産をミニマム化
して小型ホスト計算機にリプレイス

オープン環境への移行によって
機動的・効率的な運用を実現

現行アプリケーション資産を活用
した短期間・低コストな単純コン
バージョン実施

技術者・経験者が
減少傾向（2007年問題）

運用コストの大半が
固定費化

全社共同利用の
大型ホスト計算機利用のリスク

2005年度中に保守期限満了
（ハードウェア，基本ソフトウェア）

ダウンサイジング
加速

分社化，事業構造
変革時への対応

ダウンサイジングが停滞傾向にあり，2005年度中にホスト計算機設備の更新が不可欠となった。ホスト計算機関連技術者・経験者の払底
（2007年問題），固定費化した運用費用，事業構造変化に伴う全社共同利用のホスト計算機利用のリスクを考慮すると，オープン環境へのダウ
ンサイジング加速は喫緊の課題であった。

ホスト計算機を取り巻く状況と課題


